
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
整

備
し
た
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
を
活
用

し
、「
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
や
「
協

働
的
な
学
び
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
向
け

た
授
業
改
善
を
通
し
て
、「
確
か
な
学
力
」

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
学
校
３
年
・
４
年
生
で
活
用
し
て
い

る
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
西
原

町
」
の
改
訂
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ
の
学
習
支
援

員
の
派
遣
や
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
授
業

支
援
、
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
連
携
に
よ

る
共
通
実
践
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
の
実
現

に
向
け
て
、
正
規
職
員
と
し
て
心
理
士
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
へ
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
派
遣
し
、
児
童
生
徒

へ
の
支
援
及
び
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、

教
育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保

護
者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
沖

縄
県
の
「
校
内
自
立
支
援
室
事
業
」
を
活

用
し
、
中
学
校
に
校
内
自
立
支
援
室
学
習

支
援
員
の
配
置
を
行
い
、
不
登
校
児
童
生

徒
及
び
登
校
で
き
る
が
教
室
に
入
れ
な
い

児
童
生
徒
等
に
対
し
、
多
様
な
学
習
機
会

を
確
保
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
学
校
支
援

に
努
め
ま
す
。

（5）
教
育
環
境
の
充
実

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
は
じ
め
、
体
育
館
の
屋
根
改
修
、
西

原
幼
稚
園
の
空
調
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（6）
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
）
の
導
入

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
学
校
が

抱
え
る
課
題
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お

り
、
そ
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
に

学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支

え
て
い
く
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
導
入
に
取
り
組

み
ま
す
。

（7）
認
定
こ
ど
も
園
の
創
設

町
立
幼
稚
園
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ

へ
対
応
し
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提

供
す
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
町
立
幼

稚
園
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移

行
し
、
保
育
環
境
の
拡
充
、
３
歳
児
か
ら

連
続
性
の
あ
る
幼
児
教
育
の
提
供
及
び
子

育
て
家
庭
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

（8）
学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
安
定
供

給
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー

取
替
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

（9）
生
涯
学
習
の
振
興

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
民
だ
れ
も

が
、
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
び
、

地
域
社
会
の
中
で
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
更
な
る
学
習

機
会
の
充
実
や
情
報
提
供
体
制
な
ど
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
課
を
中
央
公
民
館
へ

移
し
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
体
制
の

強
化
と
各
種
団
体
と
の
連
携
を
密
に
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
、
広
報
に
し
は
ら
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積
極
的

に
提
供
し
ま
す
。

図
書
館
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
図
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
豊
か
な
時
間
が
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
町
民
の
読
書
・
学
習
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

（10）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
推
進

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に

応
え
る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
広
く

町
民
に
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の

場
と
し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担

う
青
少
年
を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
新
春
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本

町
の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て

関
係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（11）
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

児
童
生
徒
の
非
行
や
薬
物
乱
用
な
ど
の

対
策
に
向
け
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
努
め
ま
す
。

（12）
文
化
事
業
の
推
進

伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
・

啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

内
間
御
殿
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年
次
的

に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間
御
殿

を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を
案
内
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（13）
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
・
芸

術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
主
体
的
・

創
造
的
な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
施
設
管

理
や
基
盤
強
化
を
図
り
、
町
内
・
町
外
を

問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営
に
努
め
ま
す
。

（14）
国
際
交
流
事
業
の
推
進

今
年
は
「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
三
カ
国
（
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ペ
ル
ー
）
か
ら

研
修
生
を
受
入
れ
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大
会
参
加
者
と
西
原
町
民
と
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

３　
「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

（1）
交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育
の

推
進

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（2）
消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

災
害
等
か
ら
町
民
の
身
体
、
生
命
及
び

財
産
を
守
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の

更
新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
部
消
防
組
合
の
新
消
防
本
部

庁
舎
（
補
助
訓
練
塔
）
の
建
設
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（3）
環
境
保
全
対
策
の
推
進

町
の
ご
み
処
理
及
び
生
活
排
水
処
理
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
た
「
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て
「
循
環
型

社
会
」
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

資
源
化
物
の
処
理
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

町
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
補

助
金
（
生
ご
み
処
理
容
器
等
）、
体
験
用
の

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
の
貸
出
事
業
に

よ
り
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
努
め

ま
す
。

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（4）
上
水
道
事
業
の
充
実

地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続
き
水

道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進
行
す

る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
棚
原
地
内
老
朽
管
更
新
、

西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
、
東

崎
兼
久
線
等
の
配
水
管
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

（5）
下
水
道
事
業
の
推
進

汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
接
続
率
向
上

に
向
け
て
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
経
営
健
全
化
に
向
け
て
使
用
料
改

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　
「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

（1）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
町
民

の
健
康
と
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

国
、
県
と
連
携
し
情
報
収
集
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
に
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
町
内
医
療

機
関
や
医
師
会
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、

接
種
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

（2）
成
人
保
健
事
業
の
推
進

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め
ざ

し
「
に
し
は
ら
健
康
２
１(

第
２
次)

」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（3）
医
療
保
険
事
業
の
推
進

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、「
西
原
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
解

消
計
画
（
第
三
次
改
定
）」
に
基
づ
き
令
和

５
年
度
予
定
の
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直

し
に
向
け
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
改
定

内
容
に
つ
い
て
国
保
加
入
者
へ
の
理
解
、

周
知
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
後
半
に
は
窓
口
負
担
２
割
区

分
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
沖

縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携

し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。
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